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(8) No.2トレンチ層理の傾斜に関する調査データ －露頭観察－
■S-2・S-6は，基盤直上のＭⅠ段丘堆積物に変位・変形を与えていない。しかしながら，北面東側においてやや東傾斜する層理（下スケッチ図 ※②層理）が認められ

ることから，トレンチに認められる全ての層理の傾斜について，目視観察を行った。さらに目視観察結果を定量的に確認することを目的として，シュミットネットによる
三次元的な傾斜の確認を行い，別の観点からの検討として，礫の長軸の角度分布解析，砂礫層の上面標高測量を実施した。

■以降にその調査結果を示す。

・トレンチ北面の層理のうち，②径5cm以下の礫からなる層理は，全
体的に東傾斜する傾向が認められ，その上方に分布する①径
10cm以下の礫からなる層理では，その傾斜は緩くなり，ほぼ水平
な分布となる。

・トレンチ南面の層理のうち，西側の⑤径数mmの安山岩粒子からな
る層理は，全体的に西傾斜する傾向が認められ，上方に分布する
④径1cm以下の砂礫からなる層理及び東側に分布する⑥径5cm以
下の礫からなる層理では，ほぼ水平な分布となる。

・トレンチ両面の層理の傾向を見ると，層理が一方向に傾
斜する傾向は認められない。

←W E→

埋土

埋土

赤褐色土壌

埋土

安山岩（角礫質）
安山岩（均質）

S-2・S-6

安山岩（角礫質）安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

S-2・S-6

0 2m

ＭⅠ段丘堆積物

北面

底盤

南面

⑤径数mmの安山岩粒子からなる層理
⑥主に径5cm以下の礫からなる層理

④主に径1cm以下の砂礫からなる層理

①主に径10cm以下の礫からなる層理

②主に径5cm以下の礫から
なる層理

③径数mmの安山岩粒子からなる層理
※

No.2トレンチスケッチ（展開図）

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

埋土

固結した破砕部

凡 例

穴水累層 安山岩（角礫質）

穴水累層 安山岩（均質）

主せん断面（粘土状破砕部を伴う）

不明瞭な主せん断面（粘土状破砕部を伴わない）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

ＭⅠ段丘堆積物
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試料番号

試料番号

シュミットネット 下半球投影
（南面 層理の走向・傾斜を基に作成）

シュミットネット 下半球投影
（北面 層理の走向・傾斜を基に作成）

埋土

底盤

南面

安山岩（角礫質）安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

S-2・S-6

0 2m

⑤径数mmの安山岩粒子からなる層理
⑥主に径5cm以下の礫からなる層理

④主に径1cm以下の砂礫からなる層理

←W E→

埋土

埋土

赤褐色土壌

安山岩（角礫質）
安山岩（均質）

S-2・S-6

北面

①主に径10cm以下の礫からなる層理

②主に径5cm以下の礫から
なる層理

③径数mmの安山岩粒子からなる層理

東傾斜の層理

東傾斜の層理

シュミットネットによると，いずれの層理も20°程度の範囲で局所的に変化するが，細かく見ると以下の傾向が認められる。
・トレンチ北面の層理のうち，②径5cm以下の礫からなる層理は，やや東傾斜する傾向にあり，その上方に分布する①径10cm以下の礫からなる層理は，一方向に傾斜する傾向は認められない。
・トレンチ南面の層理については，④径1cm以下の砂礫からなる層理及び⑤径数mmの安山岩粒子からなる層理は，やや西傾斜する傾向が認められ，⑥径5cm以下の礫からなる層理では，やや

東傾斜する傾向が認められる。④～⑥の層理とも全体としては，南傾斜する傾向が認められる。

・トレンチ両面の層理の傾向を定量的に確認した結果，層理が一方向に傾斜する傾向は認められない。

西傾斜の層理

南傾斜の層理

北傾斜の層理

西傾斜の層理

南傾斜の層理

北傾斜の層理

①層理
②層理
③層理

④層理
⑤層理
⑥層理

No.2トレンチスケッチ（展開図）

■前頁の露頭観察の結果について，定量的に把握するため，ＭⅠ段丘堆積物中の各層理の走向・傾斜につい
て細かい間隔で測定し，シュミットネットにより三次元的に確認した結果を以下に示す。

ＭⅠ段丘堆積物

ＭⅠ段丘堆積物

（真北）

（真北）

(8) No.2トレンチ層理の傾斜に関する調査データ －シュミットネット－
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←W E→

埋土

埋土

赤褐色土壌

埋土

安山岩（角礫質）安山岩（均質）

S-2・S-6

安山岩（角礫質）安山岩（均質）

安山岩（角礫質）安山岩（均質）

S-2・S-6

0 2m

ＭⅠ段丘堆積物

北面

底盤

南面

No.2トレンチスケッチ（展開図）

■ＭⅠ段丘堆積物中には，比較的礫径の大きい礫が多く認められることから，礫の傾斜方向について着目し，目視で観察される礫の長軸方向について，角度分布解
析により確認した結果を以下に示す。

【ＭⅠ段丘堆積物中の礫の角度分布解析手順】
抽出したＭⅠ段丘堆積物中の礫のうち，その抽出精度を考慮し，径10cm以上，アスペクト比（長径/短径）が
1.5以上のものをプログラムにより選定し，礫の長軸の角度分布について，ローズダイアグラムを作成。なお，
礫の粒子径，アスペクト比，角度の測定には解析プログラムImageJ*1を，ローズダイアグラムの作成には

Rose*2を使用。
*1: ImageJ(http://imagej.nih.gov/ij/)      *2: Rose(http://turbidite.secret.jp/)

北面において抽出したＭⅠ段丘堆積物中の礫

S-2・S-6

南面において抽出したＭⅠ段丘堆積物中の礫

粒子数 83
平均角度 8.00°
集中率 55.5％
有意確率 8.20×10-10％

S-2・S-6礫の抽出

礫の長軸の角度分布解析結果

上 90°

東 0°西

平均角度

下 -90°

粒子数 54
平均角度 12.12°
集中率 51.8％
有意確率 5.20×10-5％

下 -90°

東 0°西
平均角度

上 90°

・礫の長軸の角度分布解析結果によれば，礫の長軸方向は，北面及び南面とも水平～やや西側に傾斜する傾向が認められる。

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

埋土

固結した破砕部

凡 例

穴水累層 安山岩（角礫質）

穴水累層 安山岩（均質）

主せん断面（粘土状破砕部を伴う）

不明瞭な主せん断面（粘土状破砕部を伴わない）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

ＭⅠ段丘堆積物

礫の抽出

(8) No.2トレンチ層理の傾斜に関する調査データ －礫の長軸方向－
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S-2・S-6

←W E→

小段

0 2m

トレンチ写真（北面）

20.13 20.10 20.08 20.08 20.08 20.13

ＭⅠ段丘堆積物 上面標高(m)

■砂礫層上面の傾斜の傾向について確認するため，ＭⅠ段丘堆積物と赤褐色土壌の境界について，測量データに基づき確認した結果を以下に示す。

・S-2・S-6を挟み，ＭⅠ段丘堆積物上面標高は，20.08～
20.13mの範囲でほぼ水平に分布する。

←W E→

埋土

埋土

赤褐色土壌

安山岩（角礫質）
安山岩（均質）

S-2・S-6

ＭⅠ段丘堆積物

0 2m

左写真範囲

No.2トレンチスケッチ（北面）

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

埋土

固結した破砕部

凡 例

穴水累層 安山岩（角礫質）

穴水累層 安山岩（均質）

主せん断面（粘土状破砕部を伴う）

不明瞭な主せん断面（粘土状破砕部を伴わない）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

(8) No.2トレンチ層理の傾斜に関する調査データ －砂礫層の上面標高－
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(9) 鉱物脈法に関連する調査データ －位置図－
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試料名
走向/傾斜

（走向は真北）

薄片観察結果

薄片番号 変位センス

ボーリングE-8.5-2
（深度8.55m）

上盤側 N8°E/51°NW E-8.5-2_90°R （不明）

E
-
8
.5

-2
E
-
8
.5

-1

赤字：観察箇所

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-2・S-6（EL-4.7m)

位置図

試料名
走向/傾斜

（走向は真北）

条線観察結果

条線の
レイク※ 変位センス

ボーリングE-8.5-1
（深度8.33m）

下盤側 N5°E/51°NW 140°R 左横ずれ逆断層

ボーリングE-8.5-2
（深度8.55m）

上盤側 N8°E/51°NW
105°Ｒ （不明）

160°Ｒ （不明）

条線観察

薄片観察



2㎜

観察面拡大写真 詳細観察写真

10㎜

詳細観察範囲

・条線のレイクは140°R，変位センスは左横ずれ逆断層センス

0°

レイク（°）

走向N5°E
掘進
方向

観察面

傾斜51°NW

概念図
※走向は真北で示す。

観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

条線方向及び礫周りの粘土の非対
称構造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

条線方向

140°
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(9) 鉱物脈法に関連する調査データ －条線観察結果（ボーリングE-8.5-1[深度8.33m]）（下盤側）－

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-20 再掲



2㎜

詳細観察写真

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N8°E

傾斜51°NW

0°

観察面

条線方向

75°

・条線のレイクは105°R（下盤側換算）， 160°R（下盤側換算），変位センスは不明

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲

観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

条線方向

20°

※走向は真北で示す。
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(9) 鉱物脈法に関連する調査データ －条線観察結果（ボーリングE-8.5-2[深度8.55m]）（上盤側）－

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-21 再掲



■条線方向が，105°Rで概ね鉛直であった
ことから，鉛直方向（90°R)でボーリングコ
アを切断して作成した薄片を観察した。

・粘土状破砕部中には粒子の長軸の並びや粒子の配列
がＹ面と斜交するように分布する箇所が認められるもの
の，特定方向には並んでおらず，変位センスを認定でき
るような構造は認められない。

顕微鏡写真（左右反転）

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

薄片写真（左右反転）

右顕微鏡写真範囲

粘土状
破砕部

下盤上盤

上

下 1cm

上

下 1cm

上盤 下盤

上

下 1mm

凡例

Y面（最新面）

Y面（その他）

上盤 下盤

上

下 1mm

粘土状
破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部

右顕微鏡写真範囲

粘土状
破砕部

下盤上盤

粘土状
破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部

（東)(西) (西) (東)

（東)(西) (西) (東)

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）
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(9) 鉱物脈法に関連する調査データ －薄片観察結果（E-8.5-2_90°R）－

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-41 一部修正
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破砕部性状一覧表

(1) 破砕部の性状一覧（S-4）
■破砕部の性状の一覧表を以下に示す。（断層については，幅3cm以上の破砕部に加え，断層面上に位置する幅3cm未満の破砕部やコア形状が不良で判断できない

箇所も含む）。

※：コアが岩片状，細片状，土砂状を呈している，あるいは掘進時のコ
ア採取不良区間，逸水により，破砕部の有無が確認できないが，周
辺ボーリング孔で確認された断層の出現深度，走向傾斜から考慮し
て，断層が連続すると判断して抽出したもの。

赤字：H30.3.2審査会合以降に追加したデータ 5-4

コア写真（M-12.5孔 解釈線あり）

63.1 63.2 63.3 63.4 63.5 63.6 63.7
（m）

③-2①③-1 ③-1 破砕部

【破砕部の分類】
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

【破砕部の幅の算定の考え方】
・面の最大傾斜角に対して直交方向における，粘土状破砕部，固結した破砕部を含めた最大値を破砕部の幅としている。

▲：建設時のボーリング孔

名称 孔名
確認深度

（m）
標高
（m）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
(cm）

破砕部の幅
平均値
（cm）

S-4

I-8▲ 38.10 EL-16.20 － 4 

7

R-7▲ 112.30 EL-101.02 － 3 

H-8▲ 58.15 EL-38.78 － ※

2X-2▲ 24.70 EL-12.18 － ※

SE-1▲ 35.90 EL-6.29 － ※

No.3▲ 25.35 EL-6.38 N39°E/38°NW 16 

H-6.4 94.65 EL-55.84 N39°E/56°NW 17

R-8▲ 61.45 EL-48.34 － 1

2V-2▲ 46.40 EL-33.12 N43°E/63°NW 8 

No.2▲ 13.60 EL-6.37 － ※

2V-3▲ 37.30 EL-17.47 － ※

R-9▲ 19.33 EL1.72 N45°E/41°NW 20 

2U-4▲ 39.45 EL-18.32 N58°E/72°NW 8 

2V-5▲ 10.97 EL10.06 － ※

G-9▲ 59.44 EL-37.77 N61°E/70°NW 16 

No.4▲ 10.85 EL-6.47 N43°E/69°NW 8 

2T-4▲ 62.15 EL-41.00 － ※

SA-2▲ 18.28 EL-6.04 － ※

2T-6▲ 26.78 EL-5.62 － ※

F-9'▲ 107.63 EL-86.45 N31°E/62°NW 4 

No.1▲ 30.15 EL-6.36 N29°E/44°NW 1

F-9.6 41.60 EL-8.42 N7°E/56°NW 5

D-10.2-1SE 61.22 EL-31.99 N27°E/54°NW 5

C-11.5S 86.49 EL-39.75 N28°E/62°NW 10

D-11.8S 48.92 EL0.62 N30°E/60°NW 6

F-10▲ 40.76 EL-16.50 － ※

E-9▲ 158.85 EL-140.24 － 2

E-10▲ 102.42 EL-81.33 － ※

E-11▲ 28.36 EL6.38 － ※

D-12▲ 30.95 EL1.03 － 2

C-13▲ 32.01 EL9.01 － 2

T-2▲ 26.50 EL-1.02 － ※

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.8-3,4 一部修正



(1) 破砕部の性状一覧 －位置図（S-4)－

断層（S-4以外）（EL-4.7m)表土はぎ

水平ボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔 試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-4確認ボーリング孔

S-4（EL-4.7m)
（破線はさらに延長する可能性の
ある箇所）

斜めボーリング孔

施工検討調査トレンチ

基礎掘削面

No.1トレンチ S-4トレンチ

No.2トレンチ

5-5

F-9’
2T-4

2U-4G-9

R-9

2V-3

2V-2
2X-2

№
1

№
2

№
3

2V-5S
A

-
2

SE-1

2T-6

H
-
6
.4

R-8

R-7

H-8 I-8

F-9.6

D-10.2-1SE

C-11.5S
D-11.8S

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.8-25 一部修正



名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

I-8
38.10

（EL-16.20）
－ 4

R-7
112.30

（EL-101.02）
－ 3

H-8
58.15

（EL-38.78）
－ ※

2X-2
24.70

（EL-12.18）
－ ※

SE-1
（水平）

35.90
（EL-6.29）

－ ※

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 －S-4の性状一覧表（1/7）－

37.9 38.0 38.1 38.2 38.3 38.4 （m）

③-1

※：コア形状が不良で確認できない

58.0 58.1 58.2 58.3 58.4 58.5 （m）

112.0 112.1 112.2 112.3 112.4 112.5 112.6
（m）

③-1

24.4 24.5 24.6 24.7 24.8 24.9 25.0
（m）

35.6 35.7 35.8 35.9 36.0 36.1 36.2
（m）

5-6

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.8-26 再掲



名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

№3
（水平）

25.35
（EL-6.38）

N39°E/38°NW 16

H-6.4
94.65

（EL-55.84）
N39°E/56°NW 17

R-8
61.45

（EL-48.34）
－ 1

2V-2
46.40

（EL-33.12）
N43°E/63°NW 8

No.2
（水平）

13.60
（EL-6.37）

－ ※

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 －S-4の性状一覧表（2/7）－

※：コア形状が不良または採取不良のため確認できない

25.1 25.2 25.3 25.4 25.5 25.6 25.7
（m）

③-1 ③-1 ③-2①

61.3 61.4 61.5 61.6 61.7 61.861.2 （m）

③-1

46.2 46.3 46.4 46.5 46.6 46.7 46.8
（m）

③-1 ③-2（岩片状）①

13.3 13.4 13.5 13.6 13.7 13.8 13.9
（m）

① ③-1③-2 ③-1

94.4 94.5 94.6 94.7 94.8 94.9 95.0
（m）

5-7＊③-2（岩片状）は，岩片に延性的な変形が認められること及び条線が認められないことから，固結した角礫状破砕部と判断。

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.8-27 一部修正



名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

2V-3
37.30

（EL-17.47）
－ ※

R-9
19.33

（EL1.72）
N45°E/41°NW 20

2U-4
39.45

（EL-18.32）
N58°E/72°NW 8

2V-5
10.97

（EL10.06）
－ ※

G-9
59.44

（EL-37.77）
N61°E/70°NW 16

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 －S-4の性状一覧表（3/7）－

※：コア形状が不良で確認できない

19.2 19.3 19.4 19.5 19.6 19.7 19.8
（m）

① ③-2（岩片状）

③-2

39.2 39.3 39.4 39.5 39.6 39.7 39.8
（m）

③-1①

10.7 10.8 10.9 11.0 11.1 11.2 11.3
（m）

59.2 59.3 59.4 59.5 59.6 59.7 59.8
（m）

③-1③-2（岩片状） ①

37.0 37.1 37.2 37.3 37.4 37.5 37.6
（m）

5-8＊③-2（岩片状）は，岩片に延性的な変形が認められること及び条線が認められないことから，固結した角礫状破砕部と判断。

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.8-28 一部修正



名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

№4
（水平）

10.85
（EL-6.47）

N43°E/69°NW 8

2T-4
62.15

（EL-41.00）
－ ※

SA-2
（水平）

18.28
（EL-6.04）

－ ※

2T-6
26.78

（EL-5.62）
－ ※

F-9'
107.63

（EL-86.45）
N31°E/62°NW 4

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 －S-4の性状一覧表（4/7）－

107.4 107.5 107.6 107.7 107.8 107.9 108.0
（m）

③-1①

61.9 62.0 62.1 62.2 62.3 62.4 62.5
（m）

18.0 18.1 18.2 18.3 18.4 18.5 18.6
（m）

26.5 26.6 26.7 26.8 26.9 27.0 27.1
（m）

※：コア形状が不良で確認できない

10.6 10.7 10.8 10.9 11.0
（m）

①③-2 ③-1③-1

5-9

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.8-29 再掲



名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

No.1
（水平）

30.15
（EL-6.36）

N29°E/44°NW 1

F-9.6
41.60

（EL-8.42）
N7°E/56°W 2～5

D-10.2-1SE
61.22

(EL-31.99)
N27°E/54°NW 3～5

C-11.5S
86.49

(EL-39.75)
N28°E/62°W 10

D-11.8S
48.92

(EL0.62)
N30°E/60°W 6

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 －S-4の性状一覧表（5/7）－

29.9 30.0 30.1 30.2 30.3 30.4 30.5
（m）

①

5-10

41.3 41.4 41.5 41.6 41.7 41.8 （m）

③-1

61.0 61.1 61.2 61.3 61.4 61.5 （m）

86.2 86.3 86.4 86.5 86.6 86.7 （m）

③-1

③-1

48.7 48.8 48.9 49.0 49.1 49.2 （m）

③-1

赤字：H30.3.2審査会合以降に追加したデータ



名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

F-10
40.76

(EL-16.50)
－ ※

E-9
158.85

(EL-140.24)
－ 2

E-10
102.42

(EL-81.33)
－ ※

E-11
28.36

(EL6.38)
－ ※

D-12
30.95

(EL1.03)
－ 2

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 －S-4の性状一覧表（6/7）－

5-11赤字：H30.3.2審査会合以降に追加したデータ ※：コア形状が不良で確認できない

③-1

③-2

40.5 40.6 40.7 40.8 40.9 41.0
（m）

158.6 158.7 158.8 158.9 159.0 159.1
（m）

102.1 102.2 102.3 102.4 102.5 102.6
（m）

28.3 28.4 28.5 28.6 28.7 28.8
（m）

30.7 30.8 30.9 31.0 31.1 31.2
（m）



名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

C-13
32.01

(EL9.01)
－ 2

T-2
26.50

(EL-1.02)
－ ※

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

(1) 破砕部の性状一覧 －S-4の性状一覧表（7/7）－

5-12

赤字：H30.3.2審査会合以降に追加したデータ

③-2

※：コア形状が不良で確認できない

31.8 31.9 32.0 32.1 32.2 32.3
（m）

26.3 26.4 26.5 26.6 26.7 26.8
（m）



5-13

データ集５

S-4に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 条線観察
(4) 35m盤トレンチ
(5) S-4トレンチ
(6) S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充
(7) SEM観察

・・・・・5-3
・・・・・5-13
・・・・・5-17
・・・・・5-31
・・・・・5-41
・・・・・5-51
・・・・・5-55



(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向(S-4) －位置図－

位置図

5-14

破砕部の分類 試料採取箇所 調査方法 運動方向

固結した
破砕部

ボーリング
D-10.2-1SE（深度61.22m）

コア観察 正断層センス

粘土状
破砕部

ボーリング
G-9.3'（深度62.18m）

薄片観察 逆断層センス

G-9.3’

D-10.2-1SE



(2) 固結した破砕部の運動方向(S-4) －コア観察D-10.2-1SE－

5-15・固結した粘土・砂状破砕部中の礫や斜長石の引きずりから想定されるP面より，正断層センスが推定される。

ボーリングD-10.2-1SE（傾斜角60°）
コア写真（深度61.0～61.5m）

拡大写真

主せん断面

主せん断面

礫（P面）の引きずり

斜長石（P面）の引きずり
ボーリング

孔口側
（上盤）

ボーリング
孔底側
（下盤）

ボーリング孔壁上側

ボーリング孔壁下側

固結した粘土・砂状破砕部

拡大写真範囲 破砕部



(2) 粘土状破砕部の運動方向(S-4) －薄片観察G-9.3'_130R－

顕微鏡写真

下

・粘土状破砕部中には明瞭なＹ面と，それ
に斜交するように明瞭なＲ１面が認められ
ることから，上盤（西側）隆起の逆断層セ
ンスが推定される。

観察面概念図

掘進
方向

S-4

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

薄片写真

凡例

変位方向

Ｒ１面

Y面

顕微鏡写真範囲

下盤上盤

上

下

1cm

上

下 1cm

上盤

下盤上盤 上盤

1mm

下盤

上

下

上

粘土状破砕部 固結した破砕部

1mm

下盤

ボーリングコア

顕微鏡写真範囲

固結した破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部

固結した
破砕部

粘土状破砕部 固結した破砕部

固結した破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部

固結した
破砕部

5-16

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-84 一部修正



5-17

データ集５

S-4に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 条線観察
(4) 35m盤トレンチ
(5) S-4トレンチ
(6) S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充
(7) SEM観察

・・・・・5-3
・・・・・5-13
・・・・・5-17
・・・・・5-31
・・・・・5-41
・・・・・5-51
・・・・・5-55



(3) 条線観察（S-4） －位置図－

5-18

試料名
走向/傾斜

（走向は真北）

最新面の条線観察結果

条線のレイク※ 変位センス

ボーリングF-9’
（深度107.63m）

下盤側 N31°E/62°NW 160°R
左横ずれ
逆断層

ボーリング2U-4
（深度39.45m）

下盤側 N58°E/72°NW 120°R
左横ずれ
逆断層

ボーリングG-9.2-1
（深度63.18m）

下盤側 N42°E/52°NW 140°R （不明）

ボーリングF-9.3-4
（深度66.55m）

下盤側 N44°E/63°NW 150°R （不明）

水平ボーリング No.3
（深度25.35m）

下盤側 N39°E/38°NW 150°R （不明）

水平ボーリング No.4
（深度10.85m）

下盤側 N43°E/69°NW 135°R （不明）

ボーリング G-9.3-2
（深度66.52m）

下盤側 N40°E/52°NW

150°R （不明）

40°R （不明）

ボーリング E-8.50'
（深度113.10m）

下盤側 N38°E/54°NW 131°R （不明）

ボーリング H-6.4
（深度94.65m）

上盤側 N39°E/56°NW 88°R （不明）

35m盤トレンチ(A)
底盤

上盤側 N52°E/62°NW

135°R （不明）

110°R （不明）

※ 上盤側で確認したレイクは下盤側に換算して示す

位置図

斜めボーリング孔

トレンチ・法面

EL35m盤

EL21m盤

断層（EL-4.7m）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

35m盤トレンチ

緑色：変更箇所

E-8.50'
F-9'

F-9.3-4

G-9.3-2

G-9.2-1

No.4

No.3

2U-4

水平ボーリング孔

鉛直ボーリング孔

H-6.4



(3) 条線観察（S-4） ボーリングF-9’[深度107.63m]（下盤側）

レイク（°）

走向N31°E
掘進
方向

観察面

傾斜62°NW

概念図
※走向は真北で示す。

20㎜
10㎜ 1㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

条線方向

160°

条線方向及び礫周りの粘土の非対称構
造から，逆断層センスを示す。

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

・条線のレイクは160°R，変位センスは左横ずれ逆断層センス 5-19

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-73 再掲



(3) 条線観察（S-4） ボーリング2U-4[深度39.45m]（下盤側）

走向N58°E
掘進
方向

観察面

傾斜72°NW

概念図
※走向は真北で示す。

・条線のレイクは120°R，変位センスは左横ずれ逆断層センス

20㎜ 10㎜ 2㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

条線方向

120°

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

5-20

レイク（°）

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-74 再掲



(3) 条線観察（S-4） ボーリングG-9.2-1[深度63.18m]（下盤側）

・条線のレイクは140°R，変位センスは不明

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

10 ㎜

詳細観察範囲

30 ㎜

拡大写真範囲

走向N42°E
掘進
方向

観察面

傾斜52°NW

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

3 ㎜

条線方向

140°

5-21

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-75 再掲



3㎜10㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

詳細観察範囲

(3) 条線観察（S-4） ボーリングF-9.3-4[深度66.55m]（下盤側）

拡大写真範囲

50㎜

条線方向

150°

レイク（°）

走向N44°E
掘進方向

（88°傾斜）

観察面

傾斜63°NW

概念図
※走向は真北で示す。

5-22・条線のレイクは150°R，変位センスは不明

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-76 再掲



観察面拡大写真 詳細観察写真

(3) 条線観察（S-4） 水平ボーリングNo.3[深度25.35m]（下盤側）

10㎜

詳細観察範囲

観察面写真

50㎜

拡大写真範囲

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N39°E

掘進
方向

観察面

傾斜38°NW

5-23

1㎜

条線方向

150°

・条線のレイクは150°R，変位センスは不明

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-77 再掲



観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

(3) 条線観察（S-4） 水平ボーリングNo.4[深度10.85m]（下盤側）

40㎜

拡大写真範囲

10㎜

詳細観察範囲

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N43°E

掘進
方向

観察面

傾斜69°NW

5-24

1㎜

条線方向

135°

・条線のレイクは135°R，変位センスは不明

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-78 再掲



観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

詳細観察範囲

(3) 条線観察（S-4） ボーリングG-9.3-2[深度66.52m]（下盤側）①

走向N40°E
掘進
方向

観察面

傾斜52°NW

概念図
※走向は真北で示す。

30㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

10㎜ 3㎜

条線方向

150°

5-25・条線のレイクは150°R，変位センスは不明

レイク（°）

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-79 再掲



観察面拡大写真 詳細観察写真

(3) 条線観察（S-4） ボーリングG-9.3-2[深度66.52m]（下盤側）②

掘進
方向

観察面

傾斜52°NW

概念図
※走向は真北で示す。

観察面写真

30㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

10㎜ 3㎜

条線方向

40°

5-26・条線のレイクは40°R，変位センスは不明

走向N40°E

傾斜52°NW

レイク（°）

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-80 再掲



3㎜10㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

詳細観察範囲

(3) 条線観察（S-4） ボーリングE-8.50’[深度113.10m]（下盤側）

レイク（°）

走向N38°E

掘進方向
（30°傾斜）

観察面

傾斜54°NW

概念図
※走向は真北で示す。

条線方向

131°

30㎜

拡大写真範囲

5-27・条線のレイクは131°R，変位センスは不明

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-81 再掲



3㎜10㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

詳細観察範囲

(3) 条線観察（S-4） ボーリングH-6.4[深度94.65m]（上盤側）

拡大写真範囲

30㎜

掘進方向
（45°傾斜）

レイク（°）

概念図

傾斜56°NW

観察面

走向N39°E

※走向は真北で示す。

条線方向

92°

5-28・条線のレイクは88°R（下盤側換算），変位センスは不明

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.10-82 再掲



(3) 条線観察（S-4） 35m盤トレンチ(A)底盤（下盤側）

5-29

走向
N52°E

傾斜62°NW

0°

レイク（°）

観察面

概念図

観察面拡大写真 詳細観察写真

観察面写真

拡大写真範囲

20 ㎜

10 ㎜

135°

条線方向②

55°

条線方向①

詳細観察範囲

5 ㎜

（条線方向）
・３方向の条線が認められ，条線①のレイクは55°R，条線②のレイクは135°R，条線③のレイクは110°Rである。

（条線の新旧関係）
・条線①を条線②が上書きしている。

S-435m盤トレンチ(A) 底盤写真

S-4

※走向は真北で示す。

下方向

試料採取位置

135°

条線方向②

55°

条線方向①
110°

条線方向③



余白
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データ集５

S-4に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 条線観察
(4) 35m盤トレンチ
(5) S-4トレンチ
(6) S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充
(7) SEM観察

・・・・・5-3
・・・・・5-13
・・・・・5-17
・・・・・5-31
・・・・・5-41
・・・・・5-51
・・・・・5-55



(4) 35m盤トレンチ(A) －底盤写真・スケッチ－

S-4
35m盤トレンチ(A) 底盤写真

35m盤トレンチ(A) 底盤スケッチ
S-4

S-4

S-4

写真・スケッチ位置

トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

35m盤トレンチ（A）

S-4

S-4

拡大スケッチ範囲（次頁）

5-32



(4) 35m盤トレンチ(A) －S-4詳細スケッチ－

5-33S-4付近詳細スケッチ

トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

S-4

断層

S-4

スケッチ位置

35m盤トレンチ（A）

【S-4】
S-4は，走向・傾斜N22°E～N52°E/56°～82°NW（走向は
真北基準）で，幅2～15cmの固結した破砕部及び幅フィルム
状～0.5cmの灰褐～明褐色を呈する粘土状破砕部からなる。
底盤において，S-4は安山岩（均質）を見かけ左横ずれ変位さ
せており，主せん断面には条線が認められる。



S-4

35m盤トレンチ(B) 底盤写真 35m盤トレンチ(B) 底盤スケッチ

S-4

断層

断層

S-4

S-4

断層

断層
N30°E/64°NW

N40°W/66°SW

位置図

35m盤トレンチ(B)

斜めボーリング孔

F-9.6

D-10.2-1SE

C-11.5S

トレンチ

EL35m盤

D-11.8S

トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

35m盤トレンチ（A）

S-4

断層

S-4

S-4（EL35m）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

写真・スケッチ位置

(4) 35m盤トレンチ(B) －底盤写真・スケッチ－

（走向は真北基準）
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(4) 35m盤トレンチ(B) －北面写真・スケッチ－

5-35

←W E→

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部
位置図

写真・スケッチ
位置（北面）

スケッチ （35m盤トレンチ（B） 北面）

N30°E/64°NWN40°W/66°SW
S-4断層

赤褐色土壌
・色調5YR4/6～7.5YR5/8，弱いトラ斑を伴う。
・中程度の角塊～亜角塊状土壌構造が認められる。

赤色土壌
・色調5YR4/6～7.5YR5/8，トラ斑を伴う。
・中程度の角塊状土壌構造が認められる。

（トラ斑を伴う赤色土壌は，松井・加藤（1965），成瀬（1974），阿部他（1985），Nagatsuka, S. and 
Maejima, Y. (2001)，赤木他（2003）等によれば，下末吉期の温暖な気候下で形成されたと考え
られ，いずれも高位段丘を識別する重要な特徴とされている。）

HⅠa段丘堆積物
・砂礫層からなる。基質はシルト質細砂であり，礫は亜円～亜角礫を主体とし，円礫も混じる。

・礫は半クサリ化している。

写真 （35m盤トレンチ（B） 北面）
S-4

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

←W E→

断層

【遊離酸化鉄分析・火山灰分析結果】
・赤色土壌について実施した遊離酸化鉄分析の結果，能登

半島の赤色土壌と同程度である（データ集2（2）参照）。
・火山灰分析の結果，赤褐色土壌中からK-Tz（9.5万年前）

が認められる（P.5-36参照）。

火山灰分析
35mtr(1)

火山灰分析
35mtr(2)

火山灰分析
35mtr(3)

主せん断面 （走向は真北基準）

HⅠa段丘堆積物

不明瞭な主せん断面

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前



(4) 35m盤トレンチ(B) 火山灰分析データ

35mtr(1) 35mtr(3)

35mtr(2)

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

5-36

●β石英中のガラス包有物の主成分分析結果については，次頁を参照



(4) 35m盤トレンチ(B) 火山灰分析データ －β石英の主成分分析結果－

試料番号35mtr(2)-3 試料番号35mtr(3)-6

♦ 35m盤トレンチにおけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分
＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれるβ石英中のガラス包有物の主成分 5-37



(4) 35m盤トレンチ(B) －北面・南面・底盤 詳細スケッチ－

5-38

【S-4】
・S-4は，走向・傾斜N30°E/64°NW（走向は真北基準）で，幅2

～20cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～3cmの灰褐～明
褐色を呈する粘土状破砕部からなる。底盤２において，S-4と斜
交する断層を見かけ左ズレで約10cm変位させている。

・北面においてタマネギ状風化に伴う割れ目が形成され，断層ト
レースが不明瞭となっている。S-4は，法面の上部において2条
に分岐し，西側の破砕部は岩盤中で消失する。東側の破砕部
は岩盤の上面まで追跡でき，基盤直上のHⅠa段丘堆積物に変
位・変形を与えていない。

【S-4に斜交する断層】
・断層は，走向・傾斜N40°W/66°SW （走向は真北基準）で，主

に幅2～10cmの固結した破砕部からなり，内部に塑性流動状
の構造が認められる。主せん断面は褐色～黄灰色安山岩と赤
褐～赤灰色安山岩の岩相境界となっているが大部分で密着し
ている。また，底盤２において，S-4に切られている。

・北面の上部で低角度の割れ目が形成され，断層トレースが不
明瞭となっている。断層は，岩盤の上面まで追跡でき基盤直上
のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

←N S→

模式断面図

底盤１

底盤２

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m

盤
ト

レ
ン

チ
(B

)

スケッチ範囲

←N S→

断面位置（下図）

* 人工改変により南面には
上載地層は分布しない。

S-4断層

スケッチ（展開図）

北面

S-4
断層

人工改変部

安山岩（角礫質）

底盤１

小法面

底盤２

南面

HⅠa段丘堆積物



(4) 35m盤トレンチ(B) －北面・南面・底盤 写真－

5-39

←N S→

模式断面図

底盤１

底盤２

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m

盤
ト

レ
ン

チ
(B

)

写真範囲

←N S→

断面位置（下図）

* 人工改変により南面には
上載地層は分布しない。

トレンチ写真（展開図）

北面

底盤１

小法面

底盤２

南面

←W E→



余白
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データ集５

S-4に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 条線観察
(4) 35m盤トレンチ
(5) S-4トレンチ
(6) S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充
(7) SEM観察

・・・・・5-3
・・・・・5-13
・・・・・5-17
・・・・・5-31
・・・・・5-41
・・・・・5-51
・・・・・5-55



北東壁

南西壁

※

トレンチ展開図

詳細スケッチ範囲

＜露頭状況＞
・穴水累層の安山岩及び凝灰角礫岩を第四系の堆積物が不整合に覆う。
・安山岩及び凝灰角礫岩中にS-4が認められる。
・岩盤上位に分布する堆積物は下位から，

・砂礫層（安山岩を覆って，ほぼ水平～西へ緩傾斜，くさり礫主体，石英が含まれる）
・赤色土壌（敷地周辺に分布する中位段丘Ⅰ面を構成する土壌より赤みが強い）
・明褐色土壌

の順で構成される。

S-4調査位置図

１号原子炉建屋２号原子炉建屋

EL約26m

断層（S-4以外）（EL-4.7m)

水平ボーリング孔

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-4（EL-4.7m)

基礎掘削面

S-4トレンチ（EL約26m）

S-4トレンチ

※：N44°～60°E
（真北補正）

(5) S-4トレンチ －トレンチ展開図－

5-42

第368回審査会合 資料1-1
P.39 一部修正



スケッチ（南西壁）

(5) S-4トレンチ －南西壁スケッチ－

※1

※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2

※1

※3：N52°E/74°NW （真北補正）

※3

5-43

EL約26m

第368回審査会合 資料1-1
P.40 一部修正



F2

F3

F1

スケッチ（北東壁）

・基盤直上に分布する砂礫層は，全体に強風化しており，くさり礫が多く含まれ，
基質中にはハロイサイト・ギブサイトが認められる。

・砂礫層の上位に分布する赤色土壌には中～強度の土壌構造が認められ，色
調2.5YR～5YR4/7を主体とするトラ斑模様が形成されており，敷地周辺に分布
する中位段丘Ⅰ面を構成する土壌より赤みが強い。

・赤色土壌について実施した遊離酸化鉄分析の結果，能登半島の赤褐色土壌
～赤色土壌と同程度である。

F1

F3

F2

遊離酸化鉄分析
試料採取位置（F1～F3）

・基盤直上に分布する砂礫層は，分布標高が中位段丘Ⅰ面の旧汀線高度（約
21m）より高いこと，MⅠ段丘堆積物よりくさり礫を多く含むこと，赤色土壌の遊
離酸化鉄分析結果等から，MⅠ段丘堆積物より古い時代に堆積したと考えら
れる。

・さらに，堆積物の年代に関するデータを拡充するため，周辺のボーリング試料
を用いて火山灰分析を実施した結果，S-4トレンチの赤色土壌に相当する地
層中からK-Tzの降灰層準を確認した。

・以上より，S-4トレンチの砂礫層は少なくとも約12～13万年前以前の堆積物と
判断される。

（周辺のボーリング試料を用いた分析結果はデータ集5(6)参照）

(5) S-4トレンチ －北東壁スケッチ－

※1

※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。※2

※1

※3：N44～60°E/80°NW （真北補正）

※3

5-44

Feo：酸性シュウ酸塩可溶鉄（非晶質）
Fed：ジチオナイト可溶鉄（結晶質，非晶質）
Fet：全鉄

能登半島の赤褐色土壌（中位段丘面）
能登半島の赤色土壌（高位段丘面）

永塚（1975）による褐色森林土

永塚（1975）による黄褐色（森林）土（中位・低位段丘面）

永塚（1975）による赤色土（高位段丘面）

S-4トレンチの赤色土壌（F1～F3）

遊離酸化鉄分析結果

EL約26m

第368回審査会合 資料1-1
P.41 一部修正



1m

S-4

＊写真中の白いスプレーは岩盤上面等
を示したものであるが，詳細観察前の
ものであり，スケッチと異なる。

写真位置（南西壁スケッチ）

写真①

写真②（次頁参照）

←SE NW→

写真① 南西壁写真

Ⓐ

Ⓐ S-4は，凝灰角礫岩の中で消失する。
Ⓑ S-4から枝分かれするように延びる節理に沿って，

安山岩と凝灰角礫岩の岩相境界が変位していない。

Ⓐ

・S-4は，穴水累層の凝灰角礫岩の中で消失する。

Ⓑ

Ⓑ

(5) S-4トレンチ －南西壁写真－

※1

※1

※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2

5-45

※3：N52°E/74°NW （真北補正）

※3



主せん断面

←SE NW→

※写真中の白いスプレーは岩盤上面等を示したものであるが，
詳細観察前のものであり，スケッチと異なる。

1m写真② 南西壁拡大写真

Ⓐ

Ⓑ

(5) S-4トレンチ －南西壁拡大写真－
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S-4

写真③写真④（次頁参照）

写真位置（北東壁スケッチ）

写真⑤
（次々頁参照）

←NW SE→

1m

＊写真中の白いスプレーは岩盤上面等
を示したものであるが，詳細観察前の
ものであり，スケッチと異なる。

写真③ 北東壁写真

・S-4は，基盤直上の砂礫層（少なくとも約12～13万年前以前の
堆積物）に変位・変形を与えていない。

(5) S-4トレンチ －北東壁写真－

※1

※1 ※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2
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※3

※3：N44～60°E/80°NW （真北補正）



主せん断面
※写真中の白いスプレーは岩盤上面等を示したものであるが，

詳細観察前のものであり，スケッチと異なる。
1m

←NW SE→

写真④ 北東壁拡大写真

(5) S-4トレンチ －北東壁拡大写真－
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主せん断面

←NW SE→

写真⑤ S-4付近拡大写真（岩盤上面を加筆）

(5) S-4トレンチ －北東壁S-4付近拡大写真－

・堆積構造が確認できるトレンチ
壁面の詳細な写真の観察によ
れば，主せん断面の直上におい
て，岩盤の上面に段差はなく，そ
の直上を覆う砂礫層（少なくとも
約12～13万年前以前の堆積物）
に断層変位を示唆するようなせ
ん断面や地層の擾乱は認めら
れない。

岩盤
上面

10cm
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データ集５

S-4に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 条線観察
(4) 35m盤トレンチ
(5) S-4トレンチ
(6) S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充
(7) SEM観察

・・・・・5-3
・・・・・5-13
・・・・・5-17
・・・・・5-31
・・・・・5-41
・・・・・5-51
・・・・・5-55



0 100m

S-4 トレンチ

G-10

＜位置関係＞
・S-4トレンチは標高約26m，ボーリングG-10孔は標高約27.7mに位
置し，ともに中位段丘Ⅰ面と高位段丘Ⅰa面の間の緩斜面上に位
置する。

旧地形図（立体地図）

断層（地表に投影)

ボーリング

トレンチ

＜地質状況＞
・G-10孔及びS-4トレンチにおける基盤（穴水累層）の上面標高は，いずれも約25mである。
・G-10孔の堆積物（深度0.25～2.70m）は，S-4トレンチに分布する堆積物と地層の層厚や色

調，含まれる礫等が類似している。

■S-4トレンチの堆積層の年代に関するデータ拡充を目的として，S-4トレンチに近接し，類似した地形面上で採取した既往の
ボーリング試料(G-10孔)を用いて，地質観察及び火山灰分析等の追加調査を行った。

（GL 27.68m）

-3.0m

-2.5m

-3.5m

-2.0m

GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

地質名

a層

b層

c層

穴水累層
安山岩

北東壁スケッチ

（GL 26m）

基盤上面
EL 25m

＜G-10柱状図＞

＜S-4トレンチスケッチ＞

地質観察結果
S-4トレンチ ボーリングG-10孔

明褐色土壌
色調：7.5YR4/7

土壌構造：弱度，中～細粒亜角塊状
a層

色調：10YR6/3～7.5YR6/6
下部で赤み強い

土壌構造：無水Brのため判断できず

赤色土壌

色調：2.5YR～5YR4/7
やや明瞭な網目状の斑紋あり

土壌構造：中～強度，細粒亜角塊状
礫：下部に安山岩礫を含む

（最大径60cm，平均径5～7cmの
亜角～亜円礫，10～20%程度混入）

b層

色調：2.5YR4/4～5YR5/6
弱い斑紋あり

土壌構造：無水Brのため判断できず
礫：下部に安山岩礫を含む

（径20mm程度）

砂礫層

色調：黄褐色～雑色
礫：最大径20cm，平均径2～4cm

安山岩亜円～亜角礫主体，
径2cm以下にくさり礫が多い

基質：固結した粗粒砂～細礫で安山岩片
を主体とする

c層

色調：褐色～にぶい黄褐色
礫：径数～20mm（黄色～灰色）

安山岩亜円～亜角礫主体，
くさり礫化

基質：シルトからなり，細～粗粒砂
が混じる

砂礫層

赤色土壌

明褐色土壌

*：赤字は性状が類似する箇所

表土

b層（礫混じり）

(6) S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充①

※1

※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2
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試料は10cm間隔

・火山灰分析の結果，a層中にAT（2.8～3万年前），b層中にK-Tz（9.5万年前）の降灰層
準が認められる。

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

＜G-10柱状図＞

■G-10孔コアから火山灰分析及び遊離酸化鉄分析を実施した結果について，以下に示す。

コア写真（深度0～4m）

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

柱状図範囲1986年3月撮影

1号機建設時のボーリング G-10

3 4

地質名

表土

a層

b層

b層（礫混じり）

c層

穴水累層
安山岩

遊離酸化鉄分析結果
火山灰分析結果

・ 遊離酸化鉄分析の結果，b層はS-4トレンチに分布
する赤色土壌と同様に，能登半島の赤褐色土壌
～赤色土壌に相当する。

←

遊
離
酸
化
鉄
中
の
非
晶
質
の
割
合

Feo：酸性シュウ酸塩可溶鉄（非晶質），Fed：ジチオナイト可溶鉄（結晶質，非晶質），Fet：全鉄

F2

永塚（1975）による褐色森林土の分布域

永塚（1975）による黄褐色（森林）土の分布域

永塚（1975）による赤色土の分布域

●S-4トレンチの赤色土壌
■G-10孔のb層

鉄化合物中の結晶質遊離酸化鉄の割合→

F3
F1

G-10-1.4m
G-10-1.8m-3.0m

-2.5m

-3.5m

-2.0m

GL-0m
（GL 27.68m）

基盤上面
EL 25.0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

試料
番号

遊離酸化鉄分析

遊離酸化鉄分析

AT

K-Tz
(G-10-1.4m)→

(G-10-1.8m)→

・S-4トレンチの砂礫層については，堆積物の性状や赤色土壌の遊離酸化鉄分析結果，および近接した位置のボーリングコア（G-10孔）を
用いた火山灰分析，遊離酸化鉄分析の結果，少なくとも約12～13万年前以前の堆積物であることを確認した。

※

※K-Tzの降灰層準と認定した箇所より
も下位に検出されたβ石英は，浸透等
によるものと判断。

(6) S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充②
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能登半島の赤褐色土壌（中位段丘面）

能登半島の赤色土壌（高位段丘面）

・S-4トレンチの砂礫層に相当する地層であるG-10孔のc層は，火山灰分析・遊離酸化鉄分析の結果を踏まえると，少なくとも約12～13万
年前以前の堆積物であると考えられる。
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データ集５

S-4に関する調査結果

(1) 破砕部の性状一覧
(2) 固結した破砕部・粘土状破砕部の運動方向
(3) 条線観察
(4) 35m盤トレンチ
(5) S-4トレンチ
(6) S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充
(7) SEM観察

・・・・・5-3
・・・・・5-13
・・・・・5-17
・・・・・5-31
・・・・・5-41
・・・・・5-51
・・・・・5-55



(7) SEM観察

×400

条線

×5000

×30000

下拡大範囲

下拡大範囲

最新面写真(下盤側上面） 試料（F-9.3-4）

上 下

南西

北東

上 下

南西

試料採取箇所
北東

条線

・SEM観察により，条線が認められた最新面上における粘土鉱物（スメクタイト）の結晶構造およびその破砕状況を確認した。
・SEM観察の結果，条線が認められた最新面上に，フレーク状のスメクタイト自形結晶を確認した。
・このスメクタイト自形結晶に破砕は認められない。

上 下

ボーリングコア写真（F-9.3-4孔）

破砕部 主せん断面

66.25 66.30 66.40
（m）66.50（深度）

位置図

F-9.3-4

：試料採取位置
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データ集６

K-2，K-3に関する調査結果

(1) 露頭観察
(2) ボーリングコア観察
(3) 研磨片・薄片観察
(4) 針貫入試験

・・・・・6-3
・・・・・6-9
・・・・・6-17
・・・・・6-23



余白



6-3

データ集６

K-2，K-3に関する調査結果

(1) 露頭観察
(2) ボーリングコア観察
(3) 研磨片・薄片観察
(4) 針貫入試験

・・・・・6-3
・・・・・6-9
・・・・・6-17
・・・・・6-23



b地点 破砕部の状況写真

破砕部
10cm

←N S→

←W E→

b地点 遠景写真

K-2

下写真箇所

右写真箇所

←N S→

拡大写真

5cm

調査位置図

細粒部が延性的に変形

・破砕部は，全線が固結した破砕部のみからなる。

・固結した破砕部には，延性的に変形する構造が認められ，破砕部全体が岩石化している。

（1）露頭観察 －K-2（b地点）－

6-4

破砕部は全線が
固結した破砕部の
みからなる。
全体が岩石化して
いる。



←N S→

c地点 破砕部の状況写真
破砕部

10cm

←W E→

c地点 遠景写真

K-2

右写真箇所

←N S→

拡大写真

5cm

下写真箇所

調査位置図

（1）露頭観察 －K-2（c地点）－

6-5

細粒部が延性的に変形

破砕部は全線が
固結した破砕部の
みからなる。
全体が岩石化して
いる。

・破砕部は，全線が固結した破砕部のみからなる。

・固結した破砕部には，延性的に変形する構造が認められ，破砕部全体が岩石化している。



←N S→

10cm破砕部 b地点 破砕部の状況写真

←W E→

b地点 遠景写真

K-3

下写真箇所

右写真箇所

←N S→

拡大写真

5cm

×

×

×

×
Ｋ－７

Ｋ－６

調査位置図

（1）露頭観察 －K-3（b地点）－

6-6

破砕部は全線が
固結した破砕部の
みからなる。
全体が岩石化して
いる。

・破砕部は，全線が固結した破砕部のみからなる。

・固結した破砕部は，破砕部全体が岩石化している。



c地点 破砕部の状況写真
10cm

←N S→

破砕部

←W E→

c地点 遠景写真

K-3

右写真箇所

←N S→

拡大写真
5cm

下写真箇所

×

×

×

×
Ｋ－７

Ｋ－６

調査位置図

細粒部が延性的に変形

（1）露頭観察 －K-3（c地点）－

6-7

破砕部は全線が
固結した破砕部の
みからなる。
全体が岩石化して
いる。

・破砕部は，全線が固結した破砕部のみからなる。

・固結した破砕部には，延性的に変形する構造が認められ，破砕部全体が岩石化している。



×

×

×

×

×

Ｋ－７

Ｋ－６

穴水累層 安山岩（均質）

穴水累層 安山岩（角礫質）

穴水累層 凝灰角礫岩

凡例

破砕部の性状確認位置

調査位置図

名称 断層長さ※1 一般走向
（真北）

傾斜 破砕部の幅※2 破砕部の分類

K-2 180m以上 N19°E 72°SE
20cm

(46cm)
③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

K-3 200m以上 N16°E 70°SE
15cm

(19cm)
③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

断層性状一覧表

断層（地表面）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

6-8

※1：露頭もしくはボーリングにより破砕部が認められないことを確認した地点までの長さ。端部が確認できなかったものを○m以上と記載。
※2：地表面で測定した最大幅を面の傾斜を考慮し，補正した平均の値（下段括弧内は最大値）

× 断層延長部の露岩域で断層が認められないことを
確認したもの

断層端部を確認していないもの 名称
破砕部

測点番号 幅※(cm）

K-2

A 8～10

B 6～10

C 6～10

D 15～18

E 6～10

F 12～28

G 12～15

H 15～30

I 20～48

J 25～40

K 11～13

名称
破砕部

測点番号 幅※(cm）

K-3

A 15～18

B 10～18

C 14～20

D 4～10

E 4～12

F 5～18

※：地表面で測定した幅

（1）露頭観察 －K-2，K-3 破砕部の幅－

K-2，K-3 破砕部の幅 測定一覧表

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.8-48,50,51 一部修正
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データ集６

K-2，K-3に関する調査結果

(1) 露頭観察
(2) ボーリングコア観察
(3) 研磨片・薄片観察
(4) 針貫入試験
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・・・・・6-23



断面図（掘進方向）

K-2（地表面）
N19゜E/72゜SE

N6゜E/75゜SE

N27゜E/71゜SE

（2）ボーリングコア観察 －K-2（連絡道路No.1，No.3）－
■K-2の深部方向の状況を確認するため，ボーリングコア観察を行った結果について，ボーリング断面を本頁に，確認された破砕部及びその周辺のBHTV画像，想

定延長範囲のコア観察写真を次頁以降に示す。

調査位置図

ボーリング地点

ボーリング地点

右断面図

連絡道路No.3

連絡道路No.1

K-2の想定延長範囲

ボーリング孔

K-2

K-2

K-2
想定延長

アンジュレーション
傾斜-5°

アンジュレーション
傾斜＋5°

6-10



（2）ボーリングコア観察 －K-2（連絡道路No.1）－

6-11

深度（m）深度（m）

23

24

25

26

22

23

24

25

K-2
←（23.15m）

連絡道路 No.1（孔口標高6.27m，掘進長70m，傾斜60°）

想定延長範囲コア写真（深度22～26m）

※ 掘進直後のコア写真（第553回審査会合 机上配布資料1 P.3-8と異なる写真）



（2）ボーリングコア観察 －K-2（連絡道路No.3）－

20

21

22

23

19

20

21

22

想定延長範囲コア写真（深度19～23m）

深度（m）深度（m）
連絡道路 No.3（孔口標高6.27m，掘進長60m，傾斜50°）

K-2
←（20.93m）
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断面図（掘進方向）

調査位置図

M-2.2

M-2.2-2

K-3の想定延長範囲

ボーリング孔

×

×

×

×

×

Ｋ－７

Ｋ－６

ボーリング地点

K-3（地表面）
N16゜E/70゜SE

N2゜W/81゜NE

N6゜W/74゜NE

K-3

K-3

K-3
想定延長

アンジュレーション
傾斜-5°

アンジュレーション
傾斜＋5°

ボーリング地点

右断面図

（2）ボーリングコア観察 －K-3（M-2.2，M-2.2-2）－

6-13

■K-3の深部方向の状況を確認するため，ボーリングコア観察を行った結果について，ボーリング断面を本頁に，確認された破砕部及びその周辺のBHTV画像，想
定延長範囲のコア観察写真を次頁以降に示す。



M-2.2（孔口標高3.01m，掘進長70m，傾斜45°）

（2）ボーリングコア観察 －K-3（M-2.2）－

46

47

48

49

50

51

52

53

45

46

47

48

49

50

51

52

深度（m）深度（m）

K-3
←（48.83m）

6-14

想定延長範囲コア写真（深度45～53m）



M-2.2-2（孔口標高3.01m，掘進長100m，傾斜75°）
深度（m）深度（m）

（2）ボーリングコア観察 －K-3（M-2.2-2）－

76

77

78

79

80

75

76

77

78

79

67

68

69

70

71

72

73

66

67

68

69

70

71

72

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

M-2.2-2（孔口標高3.01m，掘進長100m，傾斜75°）

7574

K-3
←（78.25m）

6-15

深度（m）深度（m）

想定延長範囲コア写真（深度66～91m）

7473

M-2.2-2孔で認められたK-3の破砕部



余白
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データ集６

K-2，K-3に関する調査結果

(1) 露頭観察
(2) ボーリングコア観察
(3) 研磨片・薄片観察
(4) 針貫入試験

・・・・・6-3
・・・・・6-9
・・・・・6-17
・・・・・6-23



試料採取位置（K-2 c地点）

破砕部 10cm

←N S→

試料採取箇所

研磨片（下は変形構造を加筆）
（薄片は研磨片の反対面で作成）

主せん断面

下

上

調査位置図

6-18

変形構造（細粒岩片が延性的に変形）

上盤

下盤

（3）研磨片・薄片観察 －K-2（c地点 研磨片）－

・研磨片観察の結果，主せん断面付近には，細粒な岩片が延性的に変形する構造が認められ
る。この構造は，主せん断面にほぼ平行であり，変位センスは不明。

W→←E

下

上



単ニコル 直交ニコル
上

下
1cm

主せん断面
上

下 1cm

1mm1mm

6-19

鉱物は変質しているものの，
壊されていない

薄片観察 薄片観察

（3）研磨片・薄片観察 －K-2（c地点 薄片）－

・薄片観察の結果，主せん断面は，採取時の2次的な割れ目の影響により，充填剤が入り込んでいるものの，
その付近の鉱物は壊されずに残っている箇所もある。

主せん断面

主せん断面

主せん断面

下盤上盤 下盤上盤



試料採取位置（K-3 c地点）

10cm

←N S→

試料採取箇所

破砕部

×

×

×

×
Ｋ－７

Ｋ－６

調査位置図

6-20

（3）研磨片・薄片観察 －K-3（c地点 研磨片）－

・研磨片観察の結果，主せん断面付近には，細粒な岩片や灰白色細粒部が延性的に変形する構造が認められる。

・延性的に変形する構造を引きずりとした場合，その引きずり方向から正断層センスの動きが認められる。

研磨片（下は変形構造を加筆）
（薄片は研磨片の反対面で作成）

下

主せん断面

次頁薄片箇所

次頁薄片箇所

変形構造（細粒な岩片や灰白色細粒部が延性的に変形）

下盤

上盤

上

E→←W

下

次頁薄片箇所

上



単ニコル 直交ニコル

上

下

1mm

1cm

主せん断面

1mm

上

下
1cm

主せん断面

主せん断面

主せん断面

6-21

薄片観察 薄片観察

（3）研磨片・薄片観察 －K-3（c地点 薄片）－

・薄片観察の結果，研磨片で確認された主せん断面付近は，周辺に比べて細粒なゾーンとして認められる。

・主せん断面は，褐色化の影響により面全体が不明瞭になっているものの，全体が密着している。

上盤下盤 上盤下盤



余白
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データ集６

K-2，K-3に関する調査結果

(1) 露頭観察
(2) ボーリングコア観察
(3) 研磨片・薄片観察
(4) 針貫入試験

・・・・・6-3
・・・・・6-9
・・・・・6-17
・・・・・6-23



×

×

×

×

×

Ｋ－７

Ｋ－６

⑪

⑧

⑱⑲⑳

⑮⑯⑰

㉑㉒㉓

㉔㉕ ㉖

調査位置図

⑦

⑨

⑩

⑫

測点番号 針貫入勾配(N/mm) 測点番号 針貫入勾配(N/mm)

① 38 ⑰ 71

② 36 ⑱ 45

③ 50 ⑲ 50

④ 38 ⑳ 42

⑤ 42 ㉑ 71

⑥ 42 ㉒ 50

⑦ 56 ㉓ 45

⑧ 56 ㉔ 63

⑨ 71 ㉕ 56

⑩ 45 ㉖ 33

⑪ 45 ㉗ 56

⑫ 63 ㉘ 50

⑬ 63 ㉙ 71

⑭ 63 ㉚ 63

⑮ 45 ㉛ 56

⑯ 31 ㉜ 56

平均値 52N/mm

標準偏差 11N/mm

変動係数 0.2

破砕部の針貫入試験結果

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

針
貫

入
勾

配
(N

/
m

m
)

測点番号

K-2 K-3

各測点位置における破砕部と周辺岩盤の針貫入勾配の比較

（4）針貫入試験 －K-1～K-11－

・K-2，K-3を含め，海岸部で確認される断層の固結した破砕部は，いずれも周辺岩盤で
ある凝灰角礫岩や安山岩（角礫質）と同程度の硬さを有している。

6-24
＊㉝～㊳の周辺岩盤のデータについては，今回資料P.177参照

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.6-3 一部修正



データ集７

安山岩の年代分析試料の薄片観察結果

7-1



余白



Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

K-Ar年代分析試料（K-13.6-10）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Cpx

Opx

Cpx

Pl

Pl

Pl

Cpx

Pl

Pl

Pl

21

22

23

深度（ｍ） 深度（ｍ）

22

23

24

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は19.3±1.0Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 （K-13.6-10）

7-3

Cpx

Opx

Cpx

Pl

Pl

Pl

Cpx

Pl

Pl

Pl

凡例



34

35

36

深度（ｍ） 深度（ｍ）

35

36

37

K-Ar年代分析試料（J-9”-1）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Pl

Pl

Pl

Opx

Cpx

Opx

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は18.3±1.0Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 （J-9”-1）

7-4

Pl

Pl

Pl

Pl

Opx

Cpx

Opx

CpxCpx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（GC-1）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Cpx

Pl

Pl

Opx

Cpx

Cpx

試料採取位置

岩盤調査坑 No.7～8付近 南西側

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は15.5±0.8Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

安山岩の年代分析試料の薄片観察 （GC-1）

7-5

Cpx

Pl

Pl

Opx

Cpx

Cpx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（GC-2）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Cpx

Cpx

Opx

試料採取位置

岩盤調査坑 No.30切羽 北東側

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は15.4±0.4Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (GC-2)

7-6

Pl

Pl

Pl

Cpx

Cpx

Opx

Pl

Pl

Pl

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



試料採取位置

岩盤調査坑 No.10～11付近 南西側

K-Ar年代分析試料（GC-7）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Pl

Cpx

Pl

Sm

Pl Opx

Pl

Pl

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は19.2±1.0Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (GC-7)

7-7

Cpx
Pl

Pl

Cpx

Pl

Sm

Pl Opx

Pl

Pl

Cpx

Opx
Opx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（GC-8）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Pl

Pl

Pl

Opx

試料採取位置

岩盤調査坑 No.10～11付近 北東側

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は18.8±1.0Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (GC-8)

7-8

Cpx

Cpx

Pl

Pl

Pl

Pl

Opx

Cpx

Cpx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（K-13.6-11）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Pl

Pl

Cpx

Cpx

Opx

Opx

Opx

65

66

67

深度（ｍ） 深度（ｍ）

66

67

68

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は18.3±1.0Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (K-13.6-11)

7-9

試料採取位置

Pl

Pl

Cpx

Cpx

Opx

Opx

Opx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（K-13.6-12）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Cpx

Opx

Pl

Cpx

Pl

Cpx

Opx

94

95

96

深度（ｍ） 深度（ｍ）

95

96

97

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は18.0±0.9Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (K-13.6-12)

7-10

Cpx

Opx

Pl

Cpx

Pl

Cpx

Opx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（K-13.6-13）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Cpx

PlOpx

Pl

Pl

134

135

136

深度（ｍ） 深度（ｍ）

135

136

137

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は19.3±1.0Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (K-13.6-13)

7-11

Cpx

PlOpx

Pl

Pl

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（K-13.6-1）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Pl

Cpx

Opx

Cpx

Cpx

232

233

234

深度（ｍ） 深度（ｍ）

233

234

235

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は22.4±1.2Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (K-13.6-1)

7-12

Pl

Pl

Cpx

Opx

Cpx

Cpx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（I-9-3）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Pl

Pl

Opx

Pl

Cpx

Pl

227

228

229

深度（ｍ）

228

229

230

深度（ｍ）

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は20.2±1.1Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (I-9-3)

7-13

Cpx

Pl

Pl

Pl

Opx

Pl

Cpx

Pl

Cpx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



240

241

242

深度（ｍ） 深度（ｍ）

241

242

243

K-Ar年代分析試料（K-13.6-2）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Cpx

Pl

Pl

Opx

Opx

Cpx

Pl

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は19.8±1.1Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (K-13.6-2)

7-14

Pl

Cpx

Pl

Pl

Opx

Pl

Opx

Cpx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（I-9-4）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Cpx

Pl

Opx

Pl

Cpx

285

286

287

深度（ｍ）

286

287

288

深度（ｍ）

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は18.8±1.0Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (I-9-4)

7-15

Pl

Cpx

Pl

Opx

Pl

Cpx

Pl

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



313

314

315

深度（ｍ） 深度（ｍ）

314

315

316

K-Ar年代分析試料（K-13.6-3）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Pl

Opx

Pl

Cpx

Pl

Pl

Cpx

Pl

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は19.8±1.1Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (K-13.6-3)

7-16

Pl

Pl

Opx

Pl

Cpx

Pl

Pl

Cpx

Pl

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（K-13.6-4）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Cpx

Pl

Pl

Cpx

Opx

538

539

540

深度（ｍ） 深度（ｍ）

539

540

541

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は19.9±1.1Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (K-13.6-4)

7-17

Pl

Pl

Cpx

Pl

Pl

Cpx

Opx

Pl

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



K-Ar年代分析試料（K-13.6-5）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Cpx

Pl

Pl

Opx

753

754

755

深度（ｍ） 深度（ｍ）

754

755

756

・斜長石を対象としたK-Ar年代値は14.6±0.4Maを示す。
・薄片観察において斜長石の変質が顕著でないことを確認した。

試料採取位置

安山岩の年代分析試料の薄片観察 (K-13.6-5)

7-18

Pl

Cpx

Pl

Pl

Opx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例



安山岩の年代分析から削除した試料 （K-13.6-6）

敷地に分布する安山岩（K-13.6-6）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Sm

Pl

Pl
Cpx

Cpx

976

977

978

深度（ｍ） 深度（ｍ）

977

978

979

7-19
・斜長石の変質が顕著である。

試料採取位置

Pl

Pl

Pl
Cpx

Cpx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石

凡例



敷地に分布する安山岩（K-13.6-7）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Cpx
Cpx

Cpx

Pl

編集まだ

1017

1018

1019

深度（ｍ） 深度（ｍ）

1018

1019

1020

7-20

安山岩の年代分析から削除した試料 （K-13.6-7）

・斜長石の変質が顕著である。

試料採取位置

Pl

Cpx
Cpx

Cpx

Pl

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石

凡例



敷地に分布する安山岩（K-13.6-8）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

PlCpx

Pl

Cpx

Pl

Pl

編集まだ

1074

1075

1076

深度（ｍ） 深度（ｍ）

1075

1076

1077

7-21

安山岩の年代分析から削除した試料 （K-13.6-8）

・斜長石の変質が顕著である。

試料採取位置

PlCpx

Pl

Cpx

Pl

Pl

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石

凡例



敷地に分布する安山岩（K-13.6-9）の薄片顕微鏡写真

単ニコル 直交ニコル

1mm1mm

Pl

Opx

Pl

Pl

Cpx

Opx

1107

1108

1109

深度（ｍ） 深度（ｍ）

1108

1109

1110

7-22

安山岩の年代分析から削除した試料 （K-13.6-9）

・斜長石の変質が顕著である。

試料採取位置

Pl

Opx

Pl

Pl

Cpx

Opx

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

Pl ：斜長石
Cpx：単斜輝石
Opx：斜方輝石

凡例
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データ集８

XRD分析結果（XRDチャート集）
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○：中量（2,500～5,000cps）
△：少量（500～2,500cps）

＋：微量（250～500cps）
±：きわめて微量（＜250cps）
標準石英最強回折線強度

（3回繰り返し測定，平均53,376cps）

XRD分析結果

8-3

XRD分析結果

試料採取位置位置図

２号機 １号機

Ｋ－１０

防潮堤基礎部

海岸部（露岩域）

×
×
×
××

岩盤調査坑

M-12.5''

M-14

E-8.6

b

ⅰ
ⅲ

ⅴ

海岸部

海岸部

a

d
L-12.5

c

e,ⅱ，ⅳ

駐車場
南側法面

試料採取箇所

検出鉱物

石
英

ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト

斜
長
石

輝
石
類

雲
母
鉱
物

ス
メ
ク
タ
イ
ト

磁
鉄
鉱

赤
鉄
鉱

磁
赤
鉄
鉱

針
鉄
鉱

a
M-12.5''

鉱物脈

S-1
粘土状破砕部

△ ± ＋ ± ＋

b
岩盤調査坑

S-1
粘土状破砕部

＋ ○ △ ±

c
E-8.6

S-2・S-6
粘土状破砕部

＋ △ △ ±

d
L-12.5

母岩中の割れ目 ± △

e
M-14

母岩中の割れ目 ± △ △

ⅰ
海岸部

新鮮な
母岩

安山岩

△ ○ ＋

ⅱ
M-14

± △ ± ±

ⅲ
海岸部

凝灰角礫岩

○ ± ＋

ⅳ
M-14

△ ± ± ±

ⅴ
駐車場

南側法面

風化した
母岩

安山岩

± △ ± ±

＋ △ ± ＋

７
Å
型
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト

XRD分析 測定諸元



回折チャート回折チャート

a M-12.5' '孔(S-1 粘土状破砕部) -XRDチャート 不定方位 -

強
度

（
C

P
S
）

Pl ：斜長石
Sme：スメクタイト
Hem：赤鉄鉱
Mgh：磁赤鉄鉱

8-4



EG処理定方位法

Pl ：斜長石
Mi ：雲母鉱物
Sme：スメクタイト

回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

a M-12.5' '孔(S-1 粘土状破砕部) -XRDチャート 定方位 EG処理-

強
度

（
C

P
S
）

8-5



回折チャート回折チャート

b 岩盤調査坑(S-1 粘土状破砕部) -XRDチャート 不定方位 -

強
度

（
C

P
S
）

Pl ：斜長石
Sme：スメクタイト
Hem：赤鉄鉱

8-6

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.4-4 再掲



EG処理定方位法

強
度

（
C

P
S
）

回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

Crs：クリストバライト
Pl ：斜長石
Sme：スメクタイト

b 岩盤調査坑(S-1 粘土状破砕部) -XRDチャート 定方位 EG処理-

8-7

第553回審査会合 机上配布資料1 
P.4-5 再掲



回折チャート回折チャート

Crs：クリストバライト
Pl ：斜長石
Sme：スメクタイト
Hem：赤鉄鉱

c E-8.6孔(S-2・S-6 粘土状破砕部) -XRDチャート 不定方位 -

強
度

（
C

P
S
）

8-8



回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

EG処理定方位法

8-9

Crs：クリストバライト
Pl ：斜長石
Sme：スメクタイト

c E-8.6孔(S-2・S-6 粘土状破砕部) -XRDチャート 定方位 EG処理-

強
度

（
C

P
S
）



回折チャート回折チャート

d L-12.5孔(母岩中の割れ目) -XRDチャート 不定方位 -

強
度

（
C

P
S
）

Pl ：斜長石
Sme：スメクタイト

8-10



回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

8-11

d L-12.5孔(母岩中の割れ目) -XRDチャート 定方位 EG処理-

Sme：スメクタイト

強
度

（
C

P
S
）

EG処理定方位法



回折チャート回折チャート

e M-14孔(母岩中の割れ目) -XRDチャート 不定方位 -

強
度

（
C

P
S
）

8-12

Pl ：斜長石
Sme：スメクタイト



回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

8-13

e M-14孔(母岩中の割れ目) -XRDチャート 定方位 EG処理-

Crs：クリストバライト
Sme：スメクタイト

EG処理定方位法

強
度

（
C

P
S
）



回折チャート

8-14

Crs：クリストバライト
Pl ：斜長石
Px ：輝石類

ⅰ 海岸部（安山岩（新鮮）） -XRDチャート 不定方位 -
第553回審査会合 机上配布資料1 

P.4-54 一部修正



EG処理定方位法

回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

8-15

Crs：クリストバライト
Pl ：斜長石

ⅰ 海岸部（安山岩（新鮮）） -XRDチャート 定方位 EG処理-
第553回審査会合 机上配布資料1 

P.4-55 再掲



回折チャート

8-16

Pl ：斜長石
Px ：輝石類
Sme：スメクタイト

ⅱ M-14孔（安山岩（新鮮）） -XRDチャート 不定方位 -
第553回審査会合 机上配布資料1 

P.4-56 一部修正



EG処理定方位法

回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

8-17

Crs：クリストバライト
Pl ：斜長石
Sme：スメクタイト

ⅱ M-14孔（安山岩（新鮮）） -XRDチャート 定方位 EG処理-
第553回審査会合 机上配布資料1 

P.4-57 再掲



回折チャート

8-18

Pl ：斜長石
Px ：輝石類
Hem：赤鉄鉱

ⅲ 海岸部（凝灰角礫岩（新鮮）） -XRDチャート 不定方位 -
第553回審査会合 机上配布資料1 

P.4-58 一部修正



EG処理定方位法

回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

8-19

Pl ：斜長石

ⅲ 海岸部（凝灰角礫岩（新鮮）） -XRDチャート 定方位 EG処理-
第553回審査会合 机上配布資料1 

P.4-59 再掲



回折チャート

8-20

Pl ：斜長石
Px ：輝石類
Sme：スメクタイト
Hem：赤鉄鉱

ⅳ M-14孔（凝灰角礫岩（新鮮）） -XRDチャート 不定方位 -
第553回審査会合 机上配布資料1 

P.4-60 一部修正



EG処理定方位法

回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

8-21

Pl ：斜長石
Sme：スメクタイト

ⅳ M-14孔（凝灰角礫岩（新鮮）） -XRDチャート 定方位 EG処理-
第553回審査会合 机上配布資料1 

P.4-61 再掲



回折チャート

8-22

Qtz：石英
Ha7：７Å型ハロイサイト
Mag：磁鉄鉱
Gth：針鉄鉱

ⅴ 駐車場南側法面（安山岩（風化）①） -XRDチャート 不定方位 -



EG処理定方位法

回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

8-23

ⅴ 駐車場南側法面（安山岩（風化）①） -XRDチャート 定方位 EG処理-

Qtz：石英
Ha7：７Å型ハロイサイト
Gth：針鉄鉱



回折チャート

8-24

ⅴ 駐車場南側法面（安山岩（風化）②） -XRDチャート 不定方位 -

Crs：クリストバライト
Ha7：７Å型ハロイサイト
Mag：磁鉄鉱
Gth：針鉄鉱



EG処理定方位法

回折チャート
（EG処理も合わせて表示）

8-25

ⅴ 駐車場南側法面（安山岩（風化）②） -XRDチャート 定方位 EG処理-

Crs：クリストバライト
Ha7：７Å型ハロイサイト
Gth：針鉄鉱
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